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事業説明

(目的・効果)

(目的)次代を担う児 童

が健やかに生まれ育つた

めの環境づくりが児童福

祉の立場から緊急の課題

となっている。これらに

対処するため、児童の健

全育成の拠点として、 豊

かな自然の中で、野外活

動等行う 事業を行う。

(活動方針)①児 童の健

全育成をはかる②地域に
NIKO NIKO 館外観 (H 8. 4) 

根ざした児童館活動をす

すめる③地域との連携をはかる④異年齢交流をすすめる

(活動状況)放課後児 童対策事業、ころころクラブ(親

子クラブ)、たいそうザウルス(たいそうクラブ)、ささ

ゆり荘との交流、こども会

玄関ホール (H8. 4) 

73 

名称 : NIKONIKO 館

床面積 : 258.13 同

建築年度:平成 7年度

事業費 : 50 ，270 千円

ひだまりのへや (H8. 4) 



やまのへや CH8. 4) 

乳児保育 CH8. 4) 
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移動動物園が来たよ (H10)

第22回くまっこまつり (H9. 10) 

-75 -

体験学習 (H9) 

高校生のお兄ちゃんと遊びま

した。

ステキなテープ、ルクロ

スのかかったレストラン

での食事

ファミリー参観日 (H10)



ム
業

一
事

久万町老人クラブ連合会総会
(H 1 O. 5) 

心豊かな自立をめざして

お年寄りが住み慣れた地域で安心して心豊かな生活を送ることが出来るように、老人福

祉施設と在宅福祉サービスの機能的な連携により効果的なサービスの提供に努める。

一 76 -

設置主体:社会福祉法人喜久寿

名 称:特別養護老人ホーム

「久万の里」

所在地:愛媛県上浮穴郡久万町

大字菅生 3番耕地

580-24 
土地面積: 13.715ni 
建物面積: 2.588ni 
定 員:入所 50名

ショー卜 20名
デイサービス 25名

開設年月:平成 3年 7月 l日
総事業費: 748.584千円



健康まつり開会式
(H 8. 3) 

健康まつり血圧測定
(H 8. 3) 

健康まつり展示
(H 8. 3 ) 
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「人権尊重の町」宣言 CH4. 9) 

久万町では、平成 4年度「人権モデ〉ル地区」に指定さ

れたことを契機として、日本国憲法の保障する基本的人

権の精神がIIIT 民全体に浸透 し、人権の共存する明るく、

住みよい差別のない国際社会にふさわしい豊かな町づく

りのため、久万町を「人権尊重の町」とする 宣言を採択

した。

久万町立入野福祉館 CH7 . 3) 

隣保館を新築することに より地区内はもとより 周辺地域を含めた地域住民の コミュニ

ティづくりの拠点として、また、生活や文化の向上をはかることを目的に設置 した。 現在

は、館長、 主事、相談員 3名が勤務している。隣保館の諸活動をとおして国民的課題であ

る同和問題、部落差別の解消にむけて取り組みをつづけている。

追悼式 CH10.10)
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E時鵜時三銭♂三j週

病院全景

介護保険制度創設に向かつて、その基本理念とする地域包括ケアシステムを創設する役

割が各市町村にかかってこ ようとしてい る。この時期に全国国保診療施設協議会主催の第

36回全国国保地域医療学会が松山市において開催され、矢野侃夫院長が会長を務めた。

-79 -

山j
g t 

5千

(H B. 10) 



診療室

放射線室 (CT 撮影)
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病棟配膳

歯科

リハビリ室
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E顕著隊幹詔治山三日I三出話法潤|

~ 久万町立老人保健施設

あけぼの (H10.7) 

この施設は、高齢者等が病院での急性期の治療を終え病状が安定期にあり、治療よりむ

しろ看護や介護 ・リハビリテーションを必要とする者等を対象と し、 要介護高齢者に医療

ケアと生活サービスを提供し、 高齢者等の自立と家庭復帰

を図ることを目的とし訪問看護ステーションを併設し、 | 総事業費 83，952万円 | 
サービスの向上に資する。

口ピー (H10.7) 

食堂 (H10.7) 
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一般浴室 CH10.7) 

特殊浴室(車椅子・寝たきり用入浴装置)
CH10.7) 



老人保健施設あけぼの落成式典 CHlD. 6) 
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畑野川診療所 CH10.8) 

平成10年4月から赴任された菅昇先生の診察

CH10. 5) 

父二峰診療所二名出張所 CH10.11)
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E機鱒鮮総数棟出己主主fD

保健センターでの住民総合検診 (HlD. 5) 

平成10年 7月6日、久万町保健栄

養推進協議会「たんぽぽクラブ」設

立総会が保健センターにて開催さ

れ、多数の会員、来賓のもと正式な

会として発足。新たな活動を始めた。

久万町保健センターでは、住民を対

象とした各種検診を毎年実施してい

る。

平成10年度実施内容は、基本検診、

胸部レントゲン検診、 各種ガン検診等

を合わせて行う総合検診が保健セン

ターにて 3回、各地域の公民館等で12

因。レントゲン車による結核・肺ガン

巡回検診が 1回( 2日に分けて)。各種

カ、、ン検診及び骨粗 しょう症検診が保健

センターにて各 1回実施された。

基本検診 は対 象者3，554人に対し

2，323人が受診、受診率65.4%。胸部レ

ントゲン検診は2.273人受診の64.0%。

胃ガン検診は720人受診、 20.3%。大腸

ガンは587人受診、13.9%。婦人力、ン検

診では対象者2，329人に対し子宮ガン

検診434人受診の18.6%。乳ガン検診は

439人受診で19.5%の受診率である。

( 9 年度実績)

会員数52名。 30歳代から70歳代ま

での幅広い年齢層からなり、食から

健康を考える実践活動として毎月 2

回調理実習・講演会等を実施、実技

を学ぴリーダーとして各地区で活躍
「たんぽぽクラフJ 設立総会後の料理講習 (H10.7) 

中。食生活の改善の知識を身近な人へと伝えていく地道な活動とともに「健康まつり」な

どで試食会を行い、広く 一般住民に食の大切さを訴えている。今後はさらに要介護者に対

する給食支援等のボランティア活動にも力を入れていく 予定。
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育児教室「さくらんぼ」

育児教室「さくらんほ、」

は、生後 3 か月 ~ 1 歳過

ぎまでの親子が対象で

「ゆったり、のんびり、

おしゃべりをしながら

甲子育て。をみんなで

いっ しょに考えま しょ

う。」と平成 9 年度から始

めた教室である。 2か月

に 1 回保健センタ ーで開

催している。毎回15組程

度のお母さんと赤ちゃん
赤ちゃんとママのミ二ミ二運動会 CH10.9) 

が参加して、自己紹介 ・

赤ちゃん体操の後、お母さんのストレスの解消法を紹介してもらったり、手作りおもちゃ

を作ったり、離乳食の悩みを話してもらったり、ミ ニ ミニ運動会を開いたりと毎回楽しく

育児について考えたり、親子でス キンシップができる内容を計画し、育児不安の解消と育

児仲間づくりを図っている。

乳幼児学級「ぷちとまと」

「秋空の下でいっぱいあそぼ」どんぐり拾い CH10.10)

乳幼児学級 「ふ。ちとま

と」は平成 4年度からス

ター卜 した親子の遊びの

教室で、平成 8年度から

は教育委員会と合同で開

催してる。

子供とのかかわり方、

遊び方がわからない母親

や近くに同年齢の子供が

いない親子などが増えて

いる今日、遊び、を体験す

る中で、子供へのかかわ

り方を学んだり、孤立 し

た親子が他の親子とふれあい交流を図る中で仲間づくりの輪を広げることを目的として年

間 9回程度開催している。園長先生のお話・プール遊ぴ・親子絵本劇場 ・ピクニック ・幼

稚園一 日入園 ・お母さんたちの手作りク リスマスなど内容豊富です。お母さんの子育て学

習の機会にもと考えている。
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E1橋野綾 -訴訟 [)

平成元年 3月(当初システムの火入式)

! 

¥ 

平成10 年 3月(更新システムの火入式)
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匠樋儲縫滋ぶ辺ぶι1妥
匡警際整碍1探翠蒋浴添以ぶ.山=η三 ιソ川-宅 掴

豊かな自然や歴史的文化的資産を後世

に継承することを目的として、平成 4年

12月「久万町みどりのふるさと環境条例」

を制定した。平成 7年12月には菅生から

直瀬にかけての県道沿線を景観モデル地

区第 1 号に指定した。

「環境美化の日」清掃活動

- 90-

(H7.12) 

平成 6年 6月に施行され

た久万高原美化推進条例に

基づき、毎月、第 4土曜日

を環境美化の日に設定し、

町内全域の清掃活動を行

い、環境美化に努めている。
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術
師
、
一
る
。
燦
林
の
公
仲
畑
的
役
割
を
叩
問

、流
域
の
交
流
と
一
法
務
」
が
テ
i
一光

・
鷲
野
川
の
源
氷
芥
ほ
ぐ
く
一
河
野
修
・
久
万
町
長
の
各
パ
ネ
一
解
し
て
も
ら
い
、
そ
の
役
目
を

マ
。
窓
口
問
抽
出

・
単
稲
回
大
教
一
む
会
(
徳
島
市
)
駅
務
防
災
、
一
リ
ス
ト
が
怒
見
を
交
わ
し
た
。

一泉
た
す
た
め
の
応
分
の
魚
視
を

授
(
関
土
稼
議
会
専
門
祭
員
)
一
武
井
糸

・
水
を
き
れ
い
に
す
る
一
こ
の
中
で
蕊
奥
さ
ん
は
、

単
一
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

久
万
・
全
国
分
水
嶺
サ
ミ
ッ
ト
閉
幕

I 9.9.12愛苅

〉・・4・.<::>刊砂<::>柑砂〈ご〉輔1l.<=>~lÞ・<:~哨U'<C;こ2 ・n.，~・4砂-=仰い<::>婚伶-=-咽炉〈ご>.~I..<=>嶋ω

i 上浮穴宥E久万Uir-e'開かれていた「会図分水併 iサミッ

O トJ (久万町主{袋、全国分/)(鎖市町村協級会共催)は

~ 11臼、約500人が参加してシンポジウムカマ開かれた0

1 臼撚環境保全のための支援広大空芸親などを綴り込んだ

h 共同宣習を採択して、 2臼間の臼複を終えた。

第10 回全国分水嶺(界)サミット
CH 9. 9) 

美枝記念講演・浜

水源地域の環境保全 と下流域との交流を考える

「全国分水嶺 (界)サミ ット」が、 平成 9年 9月10、

11日上浮穴産業文化会館で行われた。全国の分水嶺

所在自治体21町村-が集い、 上下流域の連携と自然環

境保全のための支援拡大要望などを盛 り込んだ共同

宣言 を採択した。
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景
観
守
り
町
に
潤
い
を

芳
肘

俳
優
・
柳
生
博
さ
ん
講
演
も

農
山
村
の
殻
観
を
守
り
、
生
一
「
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
シ
一
な
ど
後
援
)
が
二
十
五
日
、

上

か
す
町
づ
く
り
を
考
え
よ
う
と
一

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
(
愛
媛
新
聞
社
一
浮
穴
郡
久
万
町
の
建
築
文
化
会

関

醸

し

り

お

奪

春

季

主

将

量

一

館

で

開
か
れ
、

関
係
者
日
約
一
ニ

醐
暗
闇
醐
晴
子

4
4
1
'
V13
J

J山ぺ
材
、
主
い

v
M恥
院
闇
醐
澗
湖
一
百
人
が
殻
観
保
全
と
地
践
活
性

闇
翻
踊
戸ム

~
い
踊
欄
醐
醐
醐
醐
輔
醐
翻
翻
醐
閣
融
臨
院
副
一
化
に
つ
い
て
考
え
た
。
河
野
修

翻
傭
臨
ド

hJZ
剛
駒
融
醐
闇
闘
臨
鵬
欄
翻
関
鯛
翻
灘
闘
闘
園
調
一
町
一
授
が

「
開
発
の
波
が
伸
し
窃

闘
幽
瞬
栂
時
J
ス
ー~
一
明
楠
齢
畑
撤
閥
幽
醐
闘
閤
闘
関
醐
額
湖
馴
競
繊
輔
副
闇
園
園
唖
河
川判
明
一

醜

繍

惣

忠
一行
問
蜘
繍
臨
繍
醐
繍
醐
翻
翻
瀦
盤
醐
醐
閉
ぱ
一
せ
る
今
こ
そ
、
自
然
と
套
十
す

醐
鰯
欄
ツ
リ
i
m鞠
轍
網
棚
醐
醐
輔
識
欄
掛
麟
隣
町
闘
醐
圏
踊
一

る
町
を
国
指
そ
う
。
私
た
ち
は

翻
繊
一
空
一え一
喜
欝
韓
親
醐
輔

議

選
諮
寓
由
鴎
臨
調
圏
一

醸
槻
関
山
町市
崎

鱗
観
樹
繍
繍
炉
験
制
劇
輔
副
幽
聞
朝
縦
一
こ
の
景
観
を
次
代
れ
と
守
リ
掛同

i

-

燃
側
欄
心
。:
いに
鱗
瀦
繊
糊
糊
蹴
鞠
搬
船
駅
総
結
論
園
間
融
制
勝
一
て
る
犠
務
が
あ
る
。
よ
り
多
く

騒

が

な

べ
子

機

織

鰯

鱗

鱗

機

醐
繍
醐
一
の
人
の
関
心
を
高
め
る
こ
と
に

議

事

吋

話

路

鰭

欝

議

動

勢

隣

接

議

麗

噌

4
一
な
れ
ば
宰
い
」
と
述
べ
た
。

…

シ
ン
ポ
で
購
演
す
る

…

一
同
町
が
実
施
し
た
「
ふ
る
さ

“

柳
生
博
さ
ん

…

一
と
最
観
ピ
デ
庁
コ
ン
テ
ス
ト
」

一
の
発
表
の
あ
と
、
俳
優
の
柳
生

一
博
さ
ん
が
「
森
と
暮
ら
す
、
蘇

一
と
学
ぶ
」
と
題
し
て
講
演
。
柳
一

一
生
さ
ん
は
山
梨
県
八
ヶ
岳
山
ろ
一
り
」
を
テ
l
マ
に
し
た
パ
ネ
ル

一
く
の
大
泉
村
に
ア
ト
リ
エ
を
構
一
ト
l
キ
ン
グ
も
あ
り
、
内
子
の

一
え
る
。
購
演
で
は
「
私
た
ち
は
一
町
並
み
保
存
巡
動
を
手
掛
け
た

司
目

、

、

、

町

、

:

一
た
く
さ
ん
の
生
き
物
に
だ
っ
三
岡
田
文
栂

・
内
子
町
企
画
調
範

一
議

一

一

さ

れ

て
生
き
て
い
る
。
自
然
に
一
課
長
ら
を
交
え
、
殻
観
を
核
と

一山内
一

一

対

す

る

数

獲

と

は

、

そ

の

紫

晴

一

し

た

地

域

活

性

化
の
現
状
や
諜

豆

「

自

然

に

対

す

る

教

養

を

」

一

掃

説

明

ト

訪
問
持

克

服

れ

れ

色

町

持

持

U
江

主

題

訪

日

目

別

。

「

み

一1
4

一

一
り
の
あ
立
刀
を
研
究
、
制
緩
す
一
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
務
し
y

一

~

亡

忍
契
約

柳
生
博
さ
ん
講
演

一流守したい」主いさ一河肝心
副
都
バ
十
一
れ
い
山
れ
は
ほ
プ諒一日
U
M
M灯
時
河
川
町
ト

誌

の
一僚
会
主
裂
を
テ
1
一づく

P
ンン
ポ
ジ
ウ
ム
」
〈
久
石
支
荷
な
ど
後
援
)
が
二
十
五
一
思
受
講
演
で
、
八
ヶ
一
塁
韓
議
長
、
久
万
町
在
」
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

一を
訪
ね
歩
く
「
ふ
れ
t

マ
に
し
た
漏
い
の
あ
る
童

話

な

語

、
腕
寄
与
、
告
の
よ
浮
{
八
喜
一
岳
山
ろ
く

g際
大

5
3
gをし
て
い
る
主

「

議

づ

く

り

と
ま
ち
づ
く

72開
か
れ
る
。

一
化
会
問
闘
で
開
か
れ
た
。
鑓
網
棚
桝
一
生
活
し
は
が
ら
、
約
六
平
五
百
一
鮒
の
甲
斐
芳
子
さ
ん
、
守

谷

和

司

一
演
で
俳
優
の
柳
生
仰
さ
ん
が
一
本
の
木
を
移
植
し
た
経
験
か
ら
一
久
・
都
市
計
図
研
究
所
代
裂
が

ん
一
「
本
当
の
心
は
抑
制
会
で
な
く
、
一
「
臼
本
の
自
然
に
は
、
伎
界
で
一
奨
し
い
即
日
観
を
核
に
し
た
附
づ

竺
自
然
の
農
が
奪
回
舎
に
あ
一
も
珍
し
い
く
ら
い
理
主
が

7
2壊
の
活
性
化
な
ど
に

金
一
る
」
と
訴
え
た
。
一
あ
る
」
と
指
摘
。
「
経
済
や
金
一つ
い
て
活
発
に
四
回
向
んを
炎
わ
し

湘
一
向
シ
ン
ポ
員
二
百
人
が
王
座
舗
に
動
い
て
い
長
一
号

る振を弁熱

ふるさとの景観の保全 ・創造を テーマに平成 8

年10月25日に行われた。関連事業と して「ふるさ

と景観ビデオコンテスト Jiふるさと景観ふれあい

ウオーク(久万公園~ふるさと旅行村 )Jも行った。

(基調 講演 ・柳生博)

仁8. 10.26

潤いのあるまちづ、くり
シンポジウム(産文)

CH 8.10) 

1 8.10.29 愛笠j

自然や名勝をたっぷり

久万 家族連れら100人参加

元気にコースを渉く 「ふれあいウオーク J忽加者
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「
ふ
る
さ
と
般
観
ふ
れ
あ
い
一
い
}
と
あ
い
芯
つ
の
あ
と
、
出
一
し
た
。
爽
川
村
の
業
約
制
如
上
久

ウ
オ
l
之

が
、
こ
の
ほ
ど
よ
一
発
。
開
同
町
の
み
ど
り
の
ふ
る
さ
一
曲目
句」ん
宏
一
)親
子
は

「
抑
必
ず

浮
穴
郡
久
万
町
で
聞
か
れ
、
防
一と
環
境
条
例
紫
観
モ
デ
ル
地
区
一
ぎ
て
ふ
る
さ
と
の
聞
出
品
川
を
ゆっ

内
外
か
ら
家
族
巡
れ
ら
約
百
人
一
の
う
ち
、
久
万
公
開
制
か
ら
問
問
一
く
り
挑
め
た
こ
と
が
な
か
っ
た

が
挙
加
し
た
。
一
窓
場
関
十
回
答
札
所
・
大
窓一一寸一が
、
そ
の
よ
さ
宇
和
一
再
溌
間
同
で
き

間
同
町
余
儀
の
「
潤
い
の
あ
る
一
任
綴
て
、
焔
田
町
川
へ
続
く
週
間
町
一
た
」
と
話
し
て
い
た
。
品
世加
者

ま
ち
づ
〈
リ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」一
巡
を
た
ど
り
、
ふ
る
さ
と
旅
行
一
に
は
ウ
オ
l
ク
終
了
後
、
古
お

(
袋
綴
新
開
社
な
と
後
援
)行一
約
ま
で
の
約
一
一
一
♂
の
道
の
リ
を
一
段
混
同
駅
や
久
万
民
裕
館
を
傾
斜

事
の
…
潔

U

石
丸
娘
一
助
役
が
一
歩
い
た
。

一m
m
附臥した。

{
秋
開
持
つ
擦
リ
の
久
方
後
、
利
一
松
山
市
や
宇
和
町
、
中
山
町
山
…
m
問問
モ
デ
ル
地
区
は
乱
開
発

気
あ
い
あ
い
楽
し
ん
ぜ
く
だ
さ
一
な
ど
か
ら
も
家
際
連
れ
が
鯵
加
一
防
止
佳
目
的
に
浮
成
じ
年
に
指

一
定
。
治
的
時
に
は
描
(
術
館
、
一
火
依

一
観
測
祭
、

用
問
指
定
の
名
紛

・
ぢ

一
一
石
織
な
ど
観
光
協
同
協
が
点
在
す

一
る
。
出
制
限
保
持
の
た
め
、
強
物

一の外
徹変市ん、

サ
サ
ユ
リ
な
ど

一
一
僧
坊
の
伐
判
明
、
広
告
物
の
絞
獄

一
な
ど
は
す
べ
て
町
の
指
導
が
必

一裂と
な
っ
て
い
る
。



:機織機議 自部籍出足取出器沼 ミ国
父野川簡易水道施設整備事業

事業説明(目的・効果)

施ユ二年度 平成 2 年度(単年度事業)

総事業費 222，255千円

国費 72，000千円

県費 10，050千円

起債 125，300千円

父野川浄水場 1施設 36.9m3
/ 日

父野川導水管 L =969.8m 

父野川送水管 L =339.8m 

電気計装設備 1 式

父野川配水池 1施設 V =36m3 

配水管路 L =5，248.8m 

場 所:久万町大字父野川

竣工年月:平成 3年3月

父野川地区は、区域内人口123人で、生活用水は主に渓流水を利用していたが、降雨時に

は濁度や色度により飲料水としては適さない状況になり、又、近年の生活様式の変化に伴い

水道施設の要望が高まり、平成 2年度事業として建設を着工 し完成した。

中村簡易水道施設整備事業

事業説明(目的・効果) 浄水場全景 CH6. 3) 

中村簡易水道は、昭和37 年に、西ノ川飲料水供給施設は、 施工年度平成 4 年度から平成 5 年

昭和45年に創設された。各施設とも水源をとりまく環境の

変化に伴い水質が悪化し、降雨時には濁度および色度が検

出され、水質悪化の原因となり生活用水に支障をきたして

いる。特に、中村簡易水道は水源水量が少ない上に、給水

度 ( 2ヶ年事業)

総事業費 294，124千円

国費 69，760千円

県費 9，770千円

起債 199，100千円

西ノ川浄水場 l施設 61.9m3
/ 日

量の増加|が原因で度々の節水を余儀なくされているため、 西ノ 川取水施設 1 施設

豊富な水源を持つ西ノ川地区と統合して、水道施設の改良 西ノ 川導水省 L=1，217.4m
接合井(第 1-第 3) 

を行い、中村簡易水道として統合整備を図る。
電気計装設備 1式

西ノ川配水池 V二 66.3m3

配水管路 L =4，280.3m 
場 所:久万町大字露峰中村・西ノ川地区

竣工年月:平成 B年 3月
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久万簡易水道施設整備事業

施工年度 平成 3年度から平成 6年度

( 4ヶ年事業)

総事業費 2，290，373千円

国費 475，172千円

県費 72，325千円

起債 1，564，800千円

高山浄水場 1施設 1，586m3
/ 日

高山配水池 1施設 835m3/日

野地加圧井 V =17m3 

野地配水池 V =60m3 

入野加圧井 (既 存施設利用)V二 15.6m3

入野配水池(既 存施設利用) V =14m3 
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場 所:久万町大字東明神~下野尻

竣工年月:平成 7年3月

旭ケ丘加圧井 V =17m3 

旭ケ丘配水池 V = 151m3 

大宝寺加圧井 V=17m3 

大宝寺配水池 V =210m3 

電気計装設備 一式

配水管路 L =31.919m 

高山取水施設 1施設

高山導水管 L =185m 

高山送水管 L=199.6m 

野地送水管 L二 694.8m

旭ケ丘送水管 V=490.8m 

大宝寺送水管 V=581. 4m 

急速ろ過池(機) (H 6. 3) 

浄水池 CH6. 3) 
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二名簡易水道施設整備事業

事業説明(目的・効果)

二名地区の水道は、簡易水

道(昭和 52年) 1施設、飲料

水供給施設(昭和 37 年~昭和

50年) 5施設が創設された。

各施設とも水源をとりまく環

境の変化に伴い水質が悪化

し、降雨時には濁度および色

度が検出され、水質悪化の原

因となり生活用水に支障をき

たしている。よって、未普及

地区(瀬戸、 富重、帯石)の

整備と合わせ、水道施設の改

良を行い、二名簡易水道と し

て統合整備を図る。

場 所:久万町大字二名

銭工年月:平成 9年 3月

瀬戸配水池 (H7 . 3) 
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浄水場全景 (H8. 3) 

滅菌・計装室 (H8. 3) 

施工年度 平成 6年度から平成 8年

度 ( 3ヶ年事業)

総事業費 804，374千円

国費 218，060千円

県費 28，307千円

起債 526，100千円

瀬戸浄水場 l施設 143.2m3j日

瀬戸取水施設 1施設

瀬戸導水管 L=211. 8m 

電気計装設備 1式

j頼戸配水i也 V =213m3 

中条配水池 V =213m3 

配水管路 Lニ 13，773.6m



取水堰 (H7. 3) 

活性炭処理機 (H8. 3) 

前処理ろ過機 (H8. 3) 

中条配水池 (H9. 3) 
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露峰簡易水道施設整備事業

事業説明(目的・効果)

落合簡易水道は、昭和36年に創

設、若宮飲料水供給施設は、昭和

53年に創設、橋詰簡易水道は昭和

第 2取水堰 37 年に創設、父野川簡易水道は平

成 2 年に創設、中村簡易水道は、平成 4年・ 5年に統合整備されている。しかし、落合・

若宮 ・橋詰の各施設とも水源をとり まく 環境の変化に伴い水質が悪化し、降雨時には濁度

および、色度が検出され、水質悪化の原因となり生活用水に支障をきたしている。落合若宮

地区の統合、父野川橋詰地区の統合及び現中村簡

易水道の形態に よる露峰簡易水道として統合整備

を図る。

施工年度平成 9年度から平成11年度

( 3ヶ年事業)

総事業費 984，400千円

国費 286，140千円

県費 36，817千円

起債 606，100千円

落合浄水場(膜ろ過) 93.0m3
/ 日

中村浄水場(緩速ろ過) 6l. 9m3/日

父野川浄水場(膜ろ過)

63.2m3
/ 日+36.9m3

/ 日

(緩速ろ過)

合計255m3
/ 日

導水管(父野 川 +落合) L二 2，253.8m 

電気計装設備 1 式

落合配水池 V二 230m3

橋詰配水池 Vニ 112m3

父野川配水池 V =81m3 

配水管路 L =7，464.8m 
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場 所:久万町大字露峰

竣工年月:平成 12 年 3月

(予定)
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畑野川簡易水道施設整備事業

千本第2配水池 CH9. 3) 

事業説明(目的・効果)

畑野川簡易水道は、昭和43年に創設されてその後 2回の区域拡張を行ってきた。また中

野村飲料水供給施設は、昭和38年に創設され、その後 1回区域拡張を行っているが、両施

設とも水源をとりまく環境の変化に伴い水質が悪化し、降雨時には濁度および色度が検出

され、水質悪化の原因となり生活用水に支障をきた している。よって、未普及地区(河之

内、 宝作、千本、中野村三)の整備と合わせ水道施設の改良を行い、畑野川簡易水道とし

て統合整備を図る。

施工年度 平成 7年度から平成10年度

C 4ヶ年事業)

総事業費 1，768，496千円

国費 346，917千円

県費 44，414千円

起債 1，205，400千円

浄水場 4施設 (河之内・遅越・千本・中

野村)

取水施設 4施設 (河之内・遅越・千本・中

野村)

導水管 L=211.3m (河之内・中野村)

送水管 千本第 1 L =669.6m 千本第

2 L =777 .2m 中野村. L= 

367.0m 

配 水 池 4池(河之内 Vニ 48m3、遅越

V=544m3、千本第 1 V =360m3、

千本第 2 V =20m3、中野 村ー

V =118.8m3
) 

配水管 L =20，441. 1m 

場 所:久万町大字上・下畑野川

菅生中野村

竣工年月:平成 11 年 3月(予定)
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千本配水池 (H8. 3) 

中野村配水池 (Hl0.3) 
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農業集落排水事業畑野川処理場
(H 7. 3) 

事業概要: 315戸、 970人
処理施設: 313同一棟

管路施設: 17.476m 
中継ポンプ: 11基

総事業費: 1.452. 113千円

農業集落排水施設は、

農業用用排水の水質保全

に寄与する為、農業集落

における、 し尿、生活雑

排水の汚水、汚泥を処理

し農村の生活環境の改善

を図るものである。

久方町公共下水道の走塁工式で工事の安全を祈る出席者

第

1
期
日
μ
年
度
末
め
ど

久
万
下
水
道
整
備
ス
タ
ー
ト

上
浮
穴
郡
久
万
町
は
公
共
下
一
第
一
期
工
事
と
し
て
本
年
度

水
道
工
事
に
本
年
度
か
ら
省
一
か
ら
十
二
年
度
末
を
め
ど
に
、

手
、
同
町
上
野
尻
の
工
事
現
場
一
同
町
上
野
尻
地
区
(
町
道
久
万

近
く
で
こ
の
ほ
ど
起
工
式
が
あ
一
町
沿
線
)
の
処
理
面
積
四
十
九

っ
た
。
平
成
十
二
年
度
末
の
こ
か
(
対
象
人
口
約
千
人
分
)
を
監

部
使
用
開
始
を
自
治
す
。
一
備
す
る
。
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
本

久
万
町
の
公
共
下
水
道
事
栄
一
年
度
中
に
基
本
叙
計
を
終
え
、

は
、
同
町
菅
生
に
下
水
処
理
施
一
来
年
度
以
降
着
工
す
る
予
定
。

怨
「
久
万
浄
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
=
部
使
用
開
始
時
の
普
及
率
は

称
)
」
を
建
段
し
、
総
処
浬
面
一
約
二

C
Mに
な
る
見
込
み
。

積
二
百
四
十
こ
か
(
対
象
人
口
一
起
工
式
に
は
、
河
野
修
町
長
、

約
四
千
人
分
)
の
箆
備
を
目
指
一
岡
田
愛
三
町
議
会
続
長
、
光
回

す
。
総
事
業
費
約
百
億
円
。
盛
一
良
三
郎
久
万
土
木
事
務
所
長
ら

備
簸
終
目
僚
は
二
十
二
年
度
を
一
が
出
席
、
工
事
の
安
全
を
祈
願

設

定

し

て

い

る

。

し

た

。

事業概要: 184戸、 470人
処理施設: 224同一棟

管路施設 14.342m 
中継ポンプ: 12墓
総事業費: 1 .214.358 

千円

農業集落排水事業二名クリーン
センター (Hl0.3) 
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農村の水環境は悪くなっていますE

燦興用水路や河川の水は、かつて奨しく澄んでいました。子供たちbt安心し

て遊ぶことができましたし、農業のほかにもさまざまな用水として利用するこ

とができました。

ところが、農村の生活の変化とともに、 家庭からの排水が1曽加し、自然が本

来王者っている力だけでは浄化することができ芯くなりました。

このため、汚れた用水が農{乍物に被 害を与えたり、懇奥を発したりして農村

の水環I売に悪影響を与えています。

また、便所も犬西日分が汲み取り式のため、衛生的鉱水洗式のし尿処理が望ま

れていますの

zF農業集落排水轍、農村の概を良くし、棋連な生活蹴づくりに錨型|

r.H，MH~ln本 .<1>'1';は，政集怖を Ir. f主として地J宜的水f折原点やn r!，;~ JIiに配11~した小lI! l世分散方式を抹川l..処F型水や、

尭~tilj泌をすT似として I"J 地J:t l') でI'HIJ川することを!，l )，U) 特ftとしています 。

汚水処理の方式

L世長司世里h量]
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【裁縫1繕鑑三話的白山【1)

33号同盟会陳情建設省松山工事事務所 (H4.10)

愛媛県大会意見発表をする久万町長 (H4. 10. 3) 
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国道33号三坂トンネル早期着工についての建設省陳情
久万町議会議員 CH4.11. 17)
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三坂障室進早務着工を思ざして一一
地質番苦査委員会の開催のご報告

道路調査会副会長
衆議狭議員全麗必奇
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国道33号線整備促進期成同盟会設立以来15年、長年要望 して

おりました三坂道路も現地測量 ・調査実施となり、 関谷建設大

臣を訪れ、 三坂トンネルの早期着工について河野修会長をはじ

め関係市町村長で要望。
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町道整備事業

町立病院前からセキヤの堰

へ通りぬけ出来るようになり

ました。

現在は、宅地が増えて住宅

地域に変わってきています。

場所久万町大字久万町

平成 6年度から平成 7年度

総事業費 15，000千円

-107-

場 所:久万町菅生

竣工年月:平成 6年 3

月

事業説明:町道宮の前

明神線改良

工事

L =389.0m 
W=5.0m 

総事業費: 51. 890千円

場 所:久万町露峰

竣工年月:平成 6年 3

月

事業説明:町道父二峰

小中学校線

改良工事

L=191. 0m 
W=4.0m 

総事業費: 25，713千円



場 所:久万町下畑野

) 11 

竣工年月:平成 8年3月
事業説明:町道オ-ガリ

卜線改良舗装

工事

L =281. 0m 
W=5.0m 
A=1，450ni 

総事業費: 39，550千円

場 所:久万問東明神

竣工年月:平成 9年11月

事業説明:町道縦の木線

改良工事

し=430.0m
W=5.0m 

総事業費: 36，000千円

- 108-

場 所:久万町上野尻

竣工年月:平成 9年7月

事業説明:町道大谷上野

尻線改良工事

し=135.0m
W=5.0m 

総事業費: 24，500千円



場 所:久万町下野尻

竣工年月:平成 10年3月

事業説明:町道宮の前明神線橋梁新

設工事

し=32.0m W=5.0m 
総事業費: 82 ，194 千円

-109-

場 所:久万町上畑野川

竣工年月:平成 4年 3月

事業説明:町道東明杖線改良工事

L=112.0m W=5.0m 
橋梁 L=20.0m 

総事業費: 32，000千円



災害復旧事業

場 所:久万町上野尻 竣工年月:平成 5年 3月
事業説明:町道萩の峠線道路災害復旧工事

L ==46.0m コンクリー卜吹付法枠 (500*500)
A==533m (200*200) A==654m 
大型ブロック積 A== 165m アンカー工 N==63本
横穴排水ボーリング N==B本

総事業費: B2. 184千円

場 所:久万町直瀬 竣工年月:平成 9年 3月
事業説明:町道竹屋敷線道路災害復旧工事

L==87.4m Aブロックアンカー工 N==30本 総 延 長 421.5m
現場吹付法枠 L ==87 .4m、コンクリー卜擁壁 L ==20m 横穴排水
ボーリング N==ll本総延長 348m、舗装工 A==277m、Bブロッ
ク集水井直径 3.5m 深さし==16m、集水ボーリング N==20
本総延長 540m 排水ボーリング l本 L ==63.6m、横穴排水
ボーリング N==B本総延長 46Bm、鋼管杭 N==35本総延長
816.5m 

総事業費: 180.422千円



久万高原ささゆり通信

オフトーク通信 (H5.8開局)

町民への情報伝達は長年防災行政無線によって実施してきたが、地域によっては聞きづ

らい所もあり、新しい方法が検討されていた。平成 5年 9月 1日、電話回線を利用したオ

フ トーク通信が導入され、 「久万高原ささゆり通信」の愛称で、開局した。 1日3回の定時放

送や曜日毎の娯楽 ・企画番組を独自で制作し、町民に身近な情報提供を行っている。
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公営住宅建設事業
(下畑野川団地)

場 所:久万町大字下畑野川
竣工年月:平成 5年3月
事業説明:木造平家建

4戸 281.20m
戸当たり 70.30m 

和室 2室 ( 1室 6帖)
洋室 1室 ( 6帖)
DK (8帖)

総事業費: 48，680千円

特定公共賃貸住宅建設事業
(官生団地)

場 所:久万町大字菅生
竣工年月:平成 8年3月
事業説明:中層耐火構造

5年度 12戸 1 ，164m 
戸当たり 87.0m 
6年度 12戸 1. 164m 
7年度 12戸 1. 164m 
計 36戸 3，482m
和室 2室 ( 1室 B帖)
洋室 2室 ( 1室 6帖)
LDK (12帖)

総事業費:

5年度 251，087千円
6年度 257，088千円
7年度 281，025千円
合計 788，210千円

特定公共賃貸住宅建設事業
(住吉団地)

場 所:久万町大字下畑野
)11 

竣工年月:平成 9年 3月
事業説明:木造平家建

4戸 356.04而
戸当たり 88.01m 
和室 2室 ( 1室 6帖)

洋室 2室 ( 6帖・ 7.5帖)

DK (8帖)

総事業費: 76，466千円
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柳井集会所 (863.12) 

当地区には大正初期に建てられた集会所施設はあるが老朽化がはげしく、使用不能と

なった。本集会所は地域住民の交流及ぴ学習等の場として広く活用する。生活文化の向上

や近隣地域の住民と融和をはかる。
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